実験を伴う関数の授業における子どもの思考過程について : 数学的モデリングに着目して by 横関  達人



















































































上越数学教育研究，第 20 号，上越教育大学数学教室，2005 年，pp.121-132. 




























































































 - 123 -
とで思考過程を辿ることができると考えた。  
そこで、モデルの変化をより詳細に捉える















































































































を調べる実験」を平成 16 年６月 10 日から平






































































































































































この２分間に燃える量で 13cm と９cm をそれ
ぞれ割るという作業に入っている。このとき
に 0.4cm と 0.2cm は本当の意味で変化の割合
になったと考えられる。本来ならば１分間に
燃える量である 0.4cm と 0.2cm を使うべきと





















ある。   
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41069 山口：４cm あったもんが…今…、10 分で
…。 
41069「10 分で…。」は表から 10 分間で 1.4cm
縮まることに注目していることを示しており、






図 10 山口の素朴なモデル③ 
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数学的結論を変更している(図 13)。 
     















































が 21.0 やろ？ 
82013 奥村：あっ、そうか、そうか、そうか。 




82017 奥村：じゃあ、3 秒後は？ 

























      

































図 16 田島の倍数で捉えた表 





































91031 田島：170 倍。 
91032Ｔ ：170 倍、でいいか？170 倍、ね。（中
略）田島さん、どんなふうに計算し
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